
象にしたアンケート調査の結果をもと
に、患者支援のあり方などについて清
水医師、NPO法人GISTERSの西舘澄
人さん、日本対がん協会相談支援室の
北見知美マネジャーによるパネルディ
スカッションがおこなわれた。
　会場となった朝日新聞東京本社読
者ホール（東京都中央区）では、GSC
やRFLの活動に参加している患者会、
支援団体がブースを出展。講演とパネ
ルディスカッションの合間に、各団体
の代表者がそれぞれの活動内容を紹介
した。
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主
な
内
容

３面　�後藤前理事長が逝去

５面　�がんと性　 
アニメ動画で理解と支援促す

６面　�東京マラソン2023　 
チャリティランナー募集

１部77円（税込み）

を交えながら、患者に寄り添っていく
には、まずは相手のことを理解するた
めに質問もしながら丁寧に話を聞くこ
とが大切だと説明した。また、宮崎善
仁会病院消化器内科・腫瘍内科の押川
勝太郎医師が「医療者が求める患者会・
支援団体とは？～連携しよう！～」と
の題で、医師、看護師の手が届かない
日常生活の中で、患者会や支援団体が
患者・家族をサポートすることで、よ
り良いがん治療の環境が整うと呼びか
けた。
　後半は、がんサバイバーや家族を対

　がん患者や家族らを支援する
「JAPAN CANCER SURVIVORS 
DAY（ジャパン・キャンサー・サバイバ
ーズ・デイ）2022」が６月５日、東京都
内の会場とオンライン配信のハイブリ
ッドで開催された。新型コロナウイ
ルス感染症の状況をみつつ、３年ぶ
りの会場開催となった。日本対がん
協会の活動の柱の一つである患者・家
族の支援を担う、がんサバイバー・ク
ラブ（GSC）、リレー・フォー・ライフ

（RFL）が共催し、がん相談ホットラ
インが協力。がん専門医の講演、患者
会活動をテーマにしたパネルディスカ
ッションがあった。
　今回のテーマは「私たちができるが
んサバイバー支援って なに？」。患者
会の活動を中心に、患者や家族に何が
提供できるか、どのように寄り添って
いくのか、患者会に求められているも
のなどについて考えた。
　前半の講演では、がん研有明病院腫
瘍精神科部長の清水研医師が「コロナ
禍だからこそ必要な寄り添い」と題し、
コロナ禍の中で不安を感じている患者
への寄り添い方について語った。事例

ががんん患者患者・・家族家族のの支援支援  私たち私たちににできるできることは？ことは？

コロナ禍で会場開催は３年ぶり。患者会などが活動紹介のブースを出展した
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